
入所申込書の記入例

≪入所を希望する期間 ・
　保育を必要とする時間≫

・手引Ｐ２【保育を必要とする事由・有

効期間・保育必要量】を確認のうえ記

入してください。

・予約申込みの場合は、職場復帰日

を記入し、手引Ｐ４【予約申込み】を確

認のうえ入所期間を記入してください。

同居の祖父・祖母の年齢が入所希望

日現在６５歳未満である場合は、祖父・

祖母の保育を必要とする事由を証明す

る書類の提出が必要です。

保護者が扶養している別居の学生等

がいる場合は状況を記入してください。

別途「別居している負担額算定基準者

申出書」の提出が必要です。

≪申請児童・世帯構成≫

・※１、※２は、下部にある一覧から

該当番号を選び記入してください。

・※１（保育を必要とする事由）は、父

母及び祖父母について記入ください。

・※２（同居・別居）は世帯が別でも同

一地番の場合は、同居とみなします。

・※３（在宅障がい者等）は「有」の場

合、下部にある一覧から該当番号を

選び記入してください。

≪希望理由≫

下部※４から該当番号を選び記入して

ください。

なお、「４」その他の場合はその理由を

記入ください。

≪連絡先≫

・複数記入してください。

・郵送での申込の場合は、特に平日の

日中に連絡が取れるようにしておいて

ください。

✓・油性ボールペンなど容易に消えないもので記入してください。

　（摩擦熱でインクが消えるペンは使用しないでください。）

※1　保育を必要とする事由について
産休育休から復帰するための予約申込の場合は「1就労」が該当します。ただし、現在の職場を離職
する予定があり、入所希望日時点の状況が未定（無職）の場合は「7求職活動」となります。

住所欄は「町名」まで記入ください。

なお、同居の場合は住所欄の記入は不

要です。

≪住所≫

・申込時点の住民登録地の住所を記入してください。

・申込後に住所が変わる場合は、下段も記入してくだ

さい。転居後は、必ず郵便局で住所変更または転送

手続きを行ってください。
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≪フローチャート≫
 

兄弟姉妹同時申込について 

 

 

きょうだいが別 の々保育所に決まってもよい。 
きょうだいで同じ保育所に入れない場合、きょうだいが 
別の保育所に入所することになってもよい。 

きょうだいで入所する時期が違ってもよい。 

⑥別期別所 

きょうだいで入所する時期が違ってもよい。 
きょうだいで入所する時期が違ってもよい。 

上の子を先に入所させたい。 

⑦同期別所 

⑧別期別所 ⑨同期別所 

②別期同所（上の子優先）  

下の子のみ入所可 

④別期同所（下の子優先）  

上の子のみ入所可 

上の子が入所できない場合でも、下の子のみ入所となってもよい。 下の子が入所できない場合でも、上の子のみ入所となってもよい。 

③別期同所（上の子優先）  

上の子未決なら下の子も未決 

⑤別期同所（下の子優先）  

下の子未決なら上の子も未決 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes Yes 

No 

No 

No 

No 

No 

No No 

① 同期同所 

No 

Yes 

≪申込の取扱い≫

【継続して選考を希望する】

・提出時の内容に変更がない限

り、手引Ｐ２【保育を必要とする事

由・有効期間・保育必要量】の保

育認定の有効期間が満了する月

の選考（最長年度内）まで審査を

継続します。申込書類の再提出

は不要です。

・内容に変更がある場合は、状況

に応じて手続きが必要です。速や

かに保育幼稚園課へお知らせく

ださい。

≪児童の保育≫

・希望する時期の入所が決まらな

い場合を想定し、検討しておくこと

を推奨しています。

・選考への影響はありません。

≪兄弟姉妹同時申込について≫

兄弟姉妹を同時に２人申込する

場合、児童の入所の決め方につ

いて下記のフローチャートを参考

に選択してください。

なお、３人以上の申込の場合や、

①～⑨以外の決め方を希望する

場合は、⑩を選択のうえ別途「総

当たり表」を提出してください。

保育所は集団生活の場です。

保育に配慮が必要な場合は、必ず

記入のうえ、希望施設へ相談してく

ださい。
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